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日本経済新聞記事オープンコーパスを公開 

国立国語研究所と開発 
 

 日本経済新聞社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：長谷部剛、以下日経）は、大学共同

利用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所（所在地：東京都立川市、所長：田窪行則、以下

国語研）と共同で日本経済新聞の朝夕刊（2013 年 1～2 月）から選択した約 100 本の記事を元に

日本語の書き言葉コーパス「日本経済新聞記事オープンコーパス」を開発、公開を始めました。 

 コーパスとは、文章をセンテンスごと（一文）に分けたものを構造化し、言語情報（品詞な

ど）を付与したもので、人工知能（AI）が日本語を理解するための学習データに使われるなど、

自然言語処理技術の発展に欠かせない言語資源です。 

 日本経済新聞記事オープンコーパスは、コーパスデータとその元となる記事データをセットで

公開します。記事データは日本経済新聞社が提供、コーパスは国語研が開発しました。研究用途

に限り無償での利用が可能で、以下の URL からダウンロード可能です。コーパスの開発経緯と内

容については、言語処理学会第 29 回年次大会で報告予定です。 

 日経は良質なコンテンツを公開することで、国内外のデータサイエンスの発展に貢献していき

ます。 

 

 

ダウンロードサイト：https://nkbb.nikkei.co.jp/alternative/corpus/   

 

国立国語研究所について 

 

 

国立国語研究所は、国語に関する総合的研究機関として、1948 年に誕生しました。 

2009 年 10 月には大学共同利用機関法人人間文化研究機構国立国語研究所となり、共同研究・共

同利用を中心とした活動を展開しています。 

ウェブサイト：https://www.ninjal.ac.jp/ 

日本経済新聞社について 
日本経済新聞社は 1876 年以来、140 年以上にわたってビジネスパーソンに価値ある情報を伝えてきました。約 1500 人の

記者が日々、ニュースを取材・執筆しています。主力媒体である「日本経済新聞」の販売部数は 164 万部、2010 年 3 月

https://nkbb.nikkei.co.jp/alternative/
https://www.ninjal.ac.jp/


に創刊した「日本経済新聞 電子版」をはじめとするデジタル有料購読数は 94 万で、有料・無料登録を合わせた会員数は

500 万を上回っています。 
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日本経済新聞社 広報室 TEL:(03)3270-0251 (代表) 
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